
多年生雑草ワルナスビのトウモロコシ栽培圃場における拡散動向

［要約］多年生外来雑草ワルナスビが種子及び根片繁殖した場合、その根部は水平方

向にはあまり伸長しないものの地中深くまで伸長し、作土層の根群がロータリ耕耘に

より切断、攪乱されることにより地上茎の分布域も圃場全面に広がっていく。

三重県科学技術振興センター 連絡先 ０５９８４－２－２０２９

農業技術センター・畜産部・飼料作物担当

部会名 畜産・草地 専 門 雑 草 対 象 飼料作物 分 類 指 導

[背景・ねらい］

多年生雑草ワルナスビの圃場への初期の侵入は、主に輸入飼料に混入した種子によるも

のと考えられ、一旦、圃場に定着すると防除が非常に困難である。また、近年、砕土・整

地の容易さからプラウ耕よりロータリによる耕耘が主体となっており、このロータリ耕耘

が多年生雑草の圃場内での拡散に大きく寄与していることが推察される。そこで、トウモ

ロコシ畑におけるワルナスビの拡散動向を地上部と地下部から調査し今後の防除対策の資

料にする。

［成果の内容・特徴］

１．圃場に侵入したワルナスビの種子は土壌処理剤を施用しても出芽率に差はなく、出芽

から60日目までは主茎長の伸長に抑制効果が認められるものの、その後は土壌処理剤無施

用と同様な伸長を示す（表１ 。）

２．種子および根片繁殖したワルナスビの根部は水平方向にはあまり伸長しないものの、

土壌処理剤を施用してもトウモロコシ栽培期間内に土中垂直方向に伸長し、種子繁殖では

約45cm、根片繁殖（根片長：10cm）では土中約１ｍ以上の深さにまで伸長する（図１ 。）

３．ワルナスビはトウモロコシ播種後、土壌処理剤を施用した場合でも、根片（３本、10

cm）から根を土中深くまで伸長させ、作土層の根部は２年目のトウモロコシ栽培前にロー

タリで切断、撹乱されることにより、本調査では約20本の地上茎が発生した。同様に３年

、 （ ）。 、目には地上茎の数が220本 さらに４年目には900本以上にもなった 図２ このように

一旦、ワルナスビが圃場に侵入すると根部は土中深くまで伸長し、地上茎の分布域も爆発

的に広がっていく。

［成果の活用面・留意点］

１．ワルナスビの拡散動向調査から、今後の防除対策の資料として活用する。

２．ワルナスビ発生圃場を耕耘後は根片を他の圃場に持ち込まないように十分に注意する

ことが必要である。

． 、 。 、３ ワルナスビは種子および根片繁殖とも 土壌処理剤の効果は全く期待できない 今後

プラウ耕の活用、非選択性除草剤を含めた茎葉処理剤の利用を検討する必要がある。



［具体的データ］

［その他］

研究課題名：飼料作物圃場における多年生外来雑草の生育特性と防除技術

（ 、 ）予算区分 ：国補 環境調和型飼料生産技術確立推進事業 ７～９年は地域重要で実施

研究期間 ：平成１０年度（平成９年～11年）

研究担当者：浦川修司，出口裕二

繁殖形態の違いによる生育と重量

繁殖形態
項 目

種子 根片

地上部

主茎長（cm） 14.3 37.3

地上茎重量（ｇ） 3.0 34.3

乾物重量（ｇ） 0.7 10.3

地下部

根部最大長（cm） 45.1 121.0

根部重量（ｇ） 2.2 18.7

乾物重量（ｇ） 1.3 7.3

根部最大径（mm） 3.1 4.0

注）根部の様相は左図参照。

ロータリ耕耘により耕深内の根部は約10cm
に切断される（出芽率：93.3％ 。）

121.0cm

76.5cm

埋設根片

（根片繁殖）

埋設根片

長さ：10c m

重量：2.2ｇ

図１．トウモロコシ栽培圃場における種子および根片繁殖したワルナスビ根部の伸長例
注）播種および埋設時期は５月７日、調査はトウモロコシ収穫期（黄熟期：８月14日）である。

トウモロコシ播種後、土壌処理剤（アトラジンメトラクロール）を基準値の最低濃度で施用した。
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図２．トウモロコシ栽培圃場におけるワルナスビ地上茎の発生位置と本数の推移

注）トウモロコシ栽培は各年とも５月上旬播種、８月中旬収穫（黄熟期 、栽植密度は666.7本/ａである。）

トウモロコシ播種後、土壌処理剤（アトラジンメトラクロール）を基準値の最低濃度で施用した。

根片埋設１年目～３年目

□：初年度埋設・発生位置（３本）

▲：２年目発生位置（21本）

○：３年目発生位置（218本）
根片埋設後４年目

○：４年目発生位置（92 7本）

45.1cm

（種子繁殖）

表１．ワルナスビの種子繁殖における土壌処理剤の効果

ns ns ns
出芽率 主茎長（ｃｍ） 地上茎重 根部重 果実数

項 目
** ** ns ns

（％） 30日目 60日目 70日目 95日目 （DMｇ/本） （DMｇ/本） （個/本）

－無 処 理 42.3 1.5 7.7 14.7 34.7 9.7 7.9

－土壌処理 40.7 0.9 3.6 16.7 35.0 8.9 6.1

注）土壌処理はアトラジンメトラクロールを基準値の最低濃度で施用した処理区を示す。

各項目ラベルの**は１％水準で有意差あり、nsは有意差なし。


